
                  

 

 

 
 

  
 

 
 

 
 

 

 

私たちの命が守られる政治の実現を 
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自
民
党
総
裁
選
挙
に
よ
っ
て
菅
政
権

か
ら
岸
田
政
権
に
な
り
ま
す
。
岸
田

政
権
に
変
わ
っ
て
も
、
自
公
政
権
が

続
く
限
り
私
た
ち
の
命
、
暮
ら
し
は

守
れ
ま
せ
ん
。 

歴
代
で
最
悪
の 

内
閣
が
続
い
て
き
た 

こ
の
９
年
間
の
安
倍
・
菅
政
権
は

戦
後
の
政
治
で
最
悪
で
し
た
。
私
た

ち
の
生
活
を
み
る
上
で
賃
金
を
み
る

と
、
世
界
第
三
位
の
経
済
力
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
実
質
賃
金
は
低
下
し

続
け
て
２
２
位
で
す
。 

ま
た
、
消
費
税
増
税
を
行
い
な
が

ら
社
会
保
障
を
後
退
さ
せ
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
も
充
分
で
は
な
く
自
殺
者

が
多
く
で
て
い
る
実
態
を
あ
げ
て

「
日
本
は
も
は
や
後
進
国
だ
」
と
言

う
専
門
家
も
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
悪
政
を
変
え
て
い
く
た

め
に
総
選
挙
で
立
憲
野
党
を
大
き
く

前
進
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
が
加
盟
す
る
全

労
連
は
立
憲
野
党
に
８
項
目
の
要
求

書
を
提
出
し
、
政
治
の
転
換
を
求
め

ま
し
た
。 

 

８
項
目
の
切
実
な
要
求 

１
、
憲
法
９
条
改
憲
に
反
対
し
、

憲
法
の
理
念
を
い
き
わ
た
ら
せ
る
。 

 

 

  

 

 

 

        

２
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
す
る
ま
で
雇
用

調
整
助
成
金
や
雇
用
保
険
等
、
コ
ロ
ナ

対
策
を
拡
充
し
、
継
続
す
る
。 

３
、
貧
困
と
格
差
を
解
消
す
る
た
め

最
低
賃
金
全
国
一
律
１
５
０
０
円
、
消

費
税
５
％
に
減
税
す
る
。 

４
、
原
発
ゼ
ロ
基
本
法
を
制
定
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
。 

５
、
軍
事
費
削
減
、
辺
野
古
新
基
地

建
設
中
止
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
。 

６
、
雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き
方
を
規

制
し
、
正
社
員
が
当
た
り
前
の
社
会
へ
。 

７
、
医
療
・
公
衆
衛
生
体
制
を
拡
充

し
、
社
会
保
障
制
度
を
改
善
す
る
。 

８
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
基
づ
き
、

誰
も
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
。 

こ
れ
ら
の
要
求
を
実
現
す
る
た
め
に

総
選
挙
に
勝
利
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
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職場からメー

ル 
先日、いい知らせが入りました。 

タダ働きをする人が多い班で、

何とかしなければ無法地帯になっ

てしまうと危機感をもった社員が

班長、副班長をはじめとして一人

ひとりに「休息・休憩をとりまし

ょう。そんな働き方をすると身体

を壊すよ」「お願いだから休息・休

憩をとってくれ」と何回も言い続

けました。笑顔で言いつづけたこ

とが良かったのか最初は耳を傾け

なかった人も聞くようになり、次

第に休息・休憩をとる人が広がっ

て遂に全員が休息・休憩をとるよ

うになったというのです。 

ここにくるまで数カ月かかった

といいます。今は隣の班に声をか

けているそうです。やはり諦めず

に言いつづけることが大切です。 

  


